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2広報せきかわ　2025・２月号

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成

し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
に
は
、
ご
自
身
の
ス

マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
﹁
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
﹂
を
利
用
す
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

が
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
連
携
す
る
と
、
確
定
申
告

書
の
該
当
項
目
が
自
動
入
力
さ
れ

る
た
め
、
医
療
費
通
知
情
報
な
ど

１
件
ず
つ
入
力
す
る
必
要
が
な
く
、

さ
ら
に
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
も
自
動
入
力
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
、

こ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

﹁
確
定
申
告
は
こ
ち
ら
﹂

﹁
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
は
こ
ち
ら
﹂

●
村
上
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場

の
お
知
ら
せ

会
場
開
設
期
間

　
令
和
７
年
２
月
17
日
︵
月
︶
〜

　
令
和
７
年
３
月
17
日
︵
月
︶

　
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
16
時

相
談
開
始
　
９
時
か
ら

会
場
　
村
上
税
務
署
１
階
会
議
室

︵
村
上
市
三
之
町
11
︱
1
︶

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

　
村
上
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
次

の
方
法
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

﹁
入
場
整
理
券
﹂
が
必
要
で
す
。

①
国
税
庁
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
事
前
発
行
。

②
村
上
税
務
署
で
当
日
配
付
。

︵
配
付
状
況
に
よ
り
、
相
談
受

付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事

前
発
行
を
お
勧
め
し
ま
す
。
︶

︵
国
税
庁
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
︶

問
い
合
わ
せ

　
村
上
税
務
署︵
自
動
音
声
案
内
︶

　
☎
５
３
︱
３
１
４
１

　
明
細
書
の
提
出
が
な
い
と
医
療

費
控
除
の
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
記
入
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
領
収
書
は
５
年
間
保
存

▽
医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
確
定
申
告
会
場
に

領
収
書
を
持
参
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
で
５
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
﹁
医
療
費
控
除
の
明
細
書
﹂
の

用
紙
は
？

▽
１
月
15
日
に
全
戸
配
布
し
た
医

療
費
控
除
の
明
細
書
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
村
上
税
務
署
、

役
場
住
民
税
務
課
に
も
あ
り
ま

す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

お
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い

申
告
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︶

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の

代
わ
り
に
﹁
医
療
費
控
除

の
明
細
書
﹂
が
必
要
で
す
！

e
︱
T
a
x
で
確
定
申
告

次の申告のご相談は、村上税務署へお願いします
　■土地や建物、株式、ゴルフ会員権などの資産の売却や交換
　■損失、繰越損失　　■消費税、贈与税の申告
　■青色申告　■住宅借入金等特別控除の申告（初年度）
　■外国人の申告　■令和５年分以前の申告

　※村上税務署でのご相談は下記をご覧ください。

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
村
で
は
申
告
の
期
間
中
︵
２
月
17
日
か
ら
３
月
17
日
︶

に
限
り
、
村
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
仮
収
受
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
令
和
６
年
分
の
所
得
税
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
と
、
令
和
７
年
度
の
住
民
税
や
国
保
税
な
ど

の
算
定
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど

は
、
ご
自
分
で
記
載
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

〜 

医
療
費
控
除
の
申
告
は
明
細
書
の
添
付
が
必
要
で
す 

〜

確

定

申

告

　令和７年１月１日現在、関川村に住所を有する方で、

下記事項に１つでも当てはまる方は申告が必要です。

※年末調整済みの給与所得者や公的年金収入のみの方で、他に
　所得がなかった方は、申告の必要はありません。

営業、農業所得がある

大工、左官業などの給与所得以外の所得がある

給与所得者で年末調整をしていない

田んぼを貸していて、小作料やお米の受け取りがある

地代収入、家賃収入、配当収入などがある

公的年金の他に所得がある

保険金の満期受け取りや個人年金の受け取りがある

給与所得以外に他の所得がある

還付申告（医療費控除、住宅借入金等控除、保険料控除
など）をしたい

国民健康保険に加入している
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申
告
に
持
っ
て
く
る
も
の

⑴
確
定
︵
住
民
税
︶
申
告
書

⑵
給
与
、公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

⑶
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
﹁
農
業

収
支
内
訳
書
﹂

⑷
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
た
方
は
、

譲
渡
価
格
が
分
か
る
契
約
書
な

ど
⑸
還
付
用
ま
た
は
納
税
用
の
預
金

口
座
通
帳
︵
本
人
名
義
に
限
る
︶

⑹
新
た
に
口
座
振
替
で
納
付
す
る

と
き
は
金
融
機
関
届
出
印

⑺
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
な
ど


国
民
年
金
保
険
料
や
社
会
保
険

料
の
控
除
証
明
書


生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
控

除
︵
旧
長
期
損
害
保
険
料
も
対

象
︶
の
証
明
書


令
和
６
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
な
ど
の
﹁
医
療
費
控
除
の
明

細
書
﹂
ま
た
は
﹁
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
﹂


住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

▽
初
年
度
分
…
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い

▽
２
年
目
以
降
…
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た
用
紙
、
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

⑻
個
人
番
号
カ
ー
ド
︵
無
い
方
は

通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号
を

確
認
で
き
る
も
の
︶
と
本
人
確

認
書
類
︵
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

  

注
意
事
項

●
青
色
申
告
の
方
、
営
業
等
事
業

所
得
の
あ
る
方
は
、
村
上
税
務

署
が
申
告
を
指
導
し
ま
す
の
で
、

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
前
回
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
申
告
書
の
作
成
を
行
っ
た

方
に
は
、
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

  

お
願
い

　
皆
さ
ん
の
確
定
申
告
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
よ
う
、
特
に
次
の
こ
と

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
給
与
︵
ま
た
は
公
的
年
金
︶
の

源
泉
徴
収
票
は
、
必
ず
申
告
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
紛
失
し
た
場
合
は
、
給
与
や
年

金
の
支
払
者
か
ら
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
の
こ
と
は
…

新
発
田
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
︵
☎
0
2
5
4

−

2
3

−

2
1
2
8
︶
へ
。
本
人
が
基
礎
年

金
番
号
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
や
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、

必
ず
申
告
会
場
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
必
要
な
情
報
が
事
前
に

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
申
告
書
と
一
緒
に
収
支
内
訳
書

な
ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封
し
て

中
身
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
収
支
内
訳
書
は
必
ず
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
の
明
細
書
は
必
ず

記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
書
類
は
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
関
係
書
類
は
原
本
提
出
︵
提
示
︶

が
必
須
で
す
。
控
え
が
必
要
な

方
は
、
事
前
に
コ
ピ
ー
し
て
保

管
く
だ
さ
い
。

  

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場 

住
民
税
務
課 

税
務
班

　
☎
６
４
︱
１
４
５
１

● できるだけ指定日に都合をつけてお越しください。

月 日 受付時間 対象集落など

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

事前申告を受付けます
※還付申告に限ります

幾地・上土沢（橋場）

山本・上土沢（橋場を除く）

大内渕・片貝・八ツ口

下川口・荒川台・聞出

蔵田島・金俣

大石

深沢・小和田・蕨野

上野新・上新保・蛇喰

指定日に都合のつかない方

沼・金丸

久保・鮖谷・安角・上川口

大島（センターより上通り）

大島（センターより下通り）

滝原・上野山・松ヶ丘・桂

松平・小見・小見前新田

指定日に都合のつかない方

２
　
月

月 日 受付時間 対象集落など

３日㈪

４日㈫

５日㈬

６日㈭

７日㈮

10日㈪

11日㈫

12日㈬

13日㈭

14日㈮

17日㈪

14日㈮

17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

21日㈮

25日㈫

26日㈬

27日㈭

28日㈮

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

※午前のみ

高田（１〜４班）

高田（５〜６班）・平内新

上関（六本杉）

上関（六本杉を除く）

上野原・中束・朴坂

田麦千刈・南中・宮前

打上・勝蔵・南赤谷・内須川

辰田新・鍬江沢・下土沢

指定日に都合のつかない方
※混雑が予想されます

沢・湯沢

高瀬・若山・上野

下関（１〜６組）

下関（７〜12組）

下関（13〜18組）

下関（19〜25組）

下関（26〜31組）

下関（32組〜）

指定日に都合のつかない方
※混雑が予想されます

３
　
月

確定申告作成相談日程 会場　役場３階大会議室
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■「医療費のお知らせ」とは

　医療を受けた状況を確認するとともに、健康管理の大切さと後期高齢者医療制度に対するご理解

をいただくために、受診された医療機関等を一覧にした「医療費のお知らせ」を送付しています。

「医療費のお知らせ」は、確定申告の医療費控除を受ける際に添付書類として使用することができ

ます。

■ 発送時期と対象期間

＜令和６年度＞

※令和７年度は発送回数や時期が変更になる予定です。

■ 確定申告で使用する場合の注意事項

「医療費のお知らせ」の「自己負担相当額」「標準負担額」が医療費控除の対象となりますが、

医療費助成等により、実際にご自身が負担された額と異なる場合があります。この場合には、ご

自身が負担された額に訂正していただく必要があります。

９月〜12月診療分や医療機関等からの請求が遅れたものは、お手元の医療費領収証に基づいて医

療費控除の明細書を記入していただく必要があります。この場合、医療費領収証は確定申告期限

から５年間保存する必要があります。

※ 医療費控除の申告に関することは住民税務課にお問い合わせください。

〜「医療費のお知らせ」を活用しましょう 〜

お問い合わせ先

○後期高齢者医療保険

　新潟県後期高齢者医療広域連合 業務課 医療給付係

電話 025−285−3222

　関川村役場健康福祉課　　電話 0254−64−1472

○申告の内容等に関するお問い合わせ

　関川村役場住民税務課　　電話 0254−64−1451

後期高齢者医療保険からのお知らせです

発送時期

７月末

11月末

翌年２月下旬

対象期間

１～４月診療分

５～８月診療分

９～12月診療分
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運行曜日

 
月・木

 下関・四ケ字・霧出
  湯沢・川北・女川

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水 全地区

下関の
停車場所

坂町の
停車場所

【片道料金】 村内便：回数券１枚（300円相当）
坂町便：回数券２枚（600円相当）

※現金の場合は、村内便500円、坂町便1,000円
・障害者手帳をお持ちの方と同伴者、小学生は半額

【問い合わせ先】
　役場 地域政策課 地域振興班　☎６４－１４７８

（祝日と年末

年始を除く）

時

刻

表

村 内 便 坂 町 便
行き（下関行） 行き（坂町行）

自宅発

8：30

10：00

11：00

12：00

13：00

14：30

15：00

16：00

便

１便

２便

３便

４便

５便

６便

７便

８便

下関着

9：00

10：30

11：30

12：30

13：30

15：00

15：30

16：30

下関発

9：30

10：30

11：30

12：30

14：00

15：30

自宅着

10：00

11：00

12：00

13：00

14：30

16：00

乗継場所発

9：10

11：40

15：10

坂町着

9：30

12：00

15：30

坂町発

9：30

12：00

15：30

乗継場所着

9：50

12：20

15：50

自宅着

10：30

13：00

16：30

帰り（自宅行） 帰り（自宅行）

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤薬局、
関川ファミリー歯科阿部医院、松村歯科、コメリハー
ド&グリーン関川店

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科クリニ
ック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

【予約先】 荒川タクシー　☎６４－１０４２
（前日18時まで要予約）
•利用日、便、氏名、世帯主名、住所、降りる場所、
　帰り便の利用の有無をお伝えください。

地域の見守りを兼ねた移動販売地域の見守りを兼ねた移動販売
　村では買い物が困難な方を支援するため、見守りを兼

ねた移動販売を行う事業者を支援しています。

　事業者と村では、見守りに関する協定を結んでいます

ので、利用者に何らかの異変があったときは、関係機関

へ連絡することとしています。

　冬期間で買い物が困難な方は、どうぞご利用ください。

事業者　Ｋマート☏☎62-7644

　移動販売を利用したい方は、事業者へ電話で直接申込くだ
さい。

その他

　見守りを兼ねた移動販売を行う事業者は、随時募集中です。

問い合わせ先

役場 地域政策課 地域振興班　☎64-1478

足元の悪い中買い物に出た利用者は「車を持ってい
ないし、足腰が悪いので、移動販売車が家のすぐそ
ばまで来てくれてありがたい」とおっしゃっていまし
た。
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※みんなのいばしょほ～むに関しては、チラシを配布しております。

ひきこもりって 〝悪 〞 ですか？
　ひきこもり状態（社会的孤立）にある方、そのご家族の相談援助を始めて10年が経つ。その間、数百人の方々にお会い

してきたが、僕が彼らに抱く印象は、「真面目で繊細で、とても正義感が強い」ということ。会ってみるとみんな『いい

人』だ。もちろん、彼らはしばらく人と会う機会がなかったから、最初は口数が少なかったり、会える頻度が少なかった

り、会えなくなる日が続いたりもする。それでも会うことを続けていると『支援する人とされる人』というよりは、共通

の趣味だったり、好きなYouTuberを語り合ったりするときを一緒に過ごすことができるような関係になる。外の人との

小さな関りを積み重ねて彼らは再び社会参加への道を歩んでいくし、僕もそんな姿を見るのが好きだ。

　ひきこもり状態になる原因は人間関係だったり、就職活動での躓きだったり、病気だったり人それぞれの理由がある。

彼らはひきこもりになることで、社会活動の中で負ってしまった傷を癒しているのだ。傷が癒える期間には個人差がある。

そして、彼らは悲しみや葛藤、後悔、反省といった様々な複雑な感情を抱えながら傷が癒えるのを待っている。だから時

間が掛かるのは当たり前のこと。ひきこもりは楽なことではないのだ。自分一人の力だけでは再び社会参加に向かう力を

溜めることが難しい人もいる。そんなときに僕たちのような“伴走者”が必要になる。関川村では役場と社会福祉協議会が

一緒になってひきこもり状態にある人の支援を始めた。「ほ～む」という居場所も出来た。誰かと話してみたい、会って

もいいかなと思ったら、ぜひ頼ってみて欲しいと思う。きっと温かい入口になってくれる。

NPO法人新潟ねっと代表理事　村 山　賢【社会福祉士　精神保健福祉士】

ひとりひとりに合った支援を考えますひとりひとりに合った支援を考えます
関川村では約50人がひきこもり状態にあるといわれます。

　村のひきこもり相談窓口「関川村ひきこもりプロジェクトチーム」を紹介します。

・チームの役割
一つの機関では対応が難しい課題を複数の
機関で補い合うことで、支援をつなぎ、広
げ、必要としている方へ届ける

・相談先（担当者）
関川村ひきこもり相談窓口
関川村社会福祉協議会
（新潟県岩船郡関川村大字上関522-38）
TEL：０２５４-６４-０１１１ 
mail：sekishakyou@fukuseki.or.jp

・相談室

□相談は個室でプライバシー
は固く守られます

□ご自宅に訪問して相談を
お受けすることもできます

・ひきこもりの定義
様々な要因の結果として社会的参加を回避し、原則的には
６か月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態
（厚生労働科学研究による「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」2010年）

まず、話しを
お聞かせ下さい

「なにが本人を悩ませて
　いるか」を考えます

社会参加に
　つなげます

相談の手順

相 談（であい）
・初回の顔合わせ

・お困りごとの相談

・継続した面談

・専門家の助言

検討（よりそい）
・専門家の対応策検討

・相談者さんと一緒に

困りごとの整理

・自立への計画作成

支援（つなぐ）
・居場所

・作業実習

・家族会

困ったときに
頼れる人

落ちつける
居場所

本人の望む
福祉サービス

特技を活かした
活動や就労

社会福祉士

平田達哉
社会福祉士

鈴木可奈子
生活支援相談員

長谷川 泉

ひきこもり
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　固定資産税の課税対象となる土

地や家屋などが、適正に評価され

ているかを審査する固定資産評価

審査委員会。

　委員の皆さんは次の方々です。

委員長　渡辺　容子さん（沢）

委　員　五十嵐一男さん（上川口）

　〃　　遠藤　貞幸さん（大内渕）

　３人の任期は、令和７年１月４

日から令和10年１月３日までの３

年間です。

　１月３日でこれまでの委員の皆

さんの任期が満了。前委員長の渡

辺清さん（上関）が退任、渡辺さん

と五十嵐さんは再任、遠藤さんは

新任です。

　また、１月16日に開かれた委員

会で、渡辺容子さんが新たな委員

長に選出されました。

※写真左から、五十嵐さん、渡辺さん、

遠藤さん

新たに遠藤さんを委嘱
固定資産評価審査委員

関川中学校

【ソフトテニス】

下越地区中学校新人ソフトテニス

研修会

◇令和６年11月23日

◇女子団体第２位

エイムハイ村上所属

池田　乃愛（２年・下関）

近　梨里菜（２年・上関）

【バレーボール】

第１回希楽々カップ中学生バレー

ボール大会

◇令和６年12月１日

◇準優勝

【吹奏楽】

新潟県アンサンブルコンテスト

◇令和６年12月７日

◇銀賞

【柔　道】

新潟県中学校新人柔道体重別大会

◇令和６年12月８日

◇第５位

安部　涼音（１年・下関）

大会結果
＊敬称略

村上市
元旦マラソン大会

◆令和７年１月１日開催

◆参加申込　1,158人

◆完走　　　1,052人

※入賞者のうち住所を関川村で登録

している選手のみ。　敬称略。

【５㎞】

□男子　30歳〜39歳

　⑤渡邉　一成（沢）

　⑦新野　桂太（南赤谷）

□男子　40歳〜49歳

　⑧新野　太一郎（金丸）

【10㎞】

□男子　30歳〜39歳

　⑤佐藤　宏助（下関）

□男子　50歳〜59歳

　⑧小池　稔（下関）

□女子　高校生〜39歳

　②岡田　玲那（下関）

◇　　　　◇

　健康増進施設コラッシェに勤務

する集落支援員の南波寛人さん

（胎内市）は、10㎞男子40歳〜

49歳の部で第１位でした。

　広報せきかわ１月１日号５ペー

ジで、劇団アナログスイッチの主

宰者・演出を「佐藤修作さん」と

紹介しましたが、正しくは「関川

村朴坂出身の佐藤慎哉さん」でし

た。

　お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

ポイントの交換期限は令和７年２月28日（金）です。

６ポイント以上集めてポイントカードを提出した方の中から、あらかわ生しいたけや
越後もち豚が当たるWチャンスの抽選も行います。
忘れずに、景品の交換とポイントカードを提出しましょう。
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関
川
村
商
工
会
工
業
部
︵
部
会
長
・

渡
辺
塗

装
店
　
渡
辺
大
輔
さ
ん
︶
の
皆
さ
ん
が
１
月
12
日
、

関
川
な
な
い
ろ
保
育
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き
な

雪
の
す
べ
り
台
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
重
機
を
使
っ
て
雪
を
集
め
、
滑
る
部
分
は
手
作

業
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
実
際
に
ソ
リ
で
滑
っ
て
み

て
、
で
こ
ぼ
こ
を
て
い
ね
い
に
削
っ
て…

。

　
翌
週
か
ら
は
、
園
児
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
、
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
も
、
ぞ
う
組
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
参
加
企
業
︼
︵
順
不
同
︶

伊
藤
工
業
㈱

伊
藤
建
築

伊
藤
左
官

下
越
生
コ
ン
建
設
㈱

旭
電
工
㈱
関
川
営
業
所

㈲
加
賀
屋
電
気

㈲
須
貝
電
器

㈲
新
潟
カ
レ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

㈾
渡
辺
塗
装
店

桐
生
板
金

須
貝
建
大

㈲
湯
沢
塗
装

Ｎ
・
Ｋ
設
備

近
住
建

タ
カ
ボ
ー
興
業

梅
花
堂

㈱
鈴
木
土
建

㈱
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ワ
ー
ク
本
田

㈲
高
橋
建
材

関
川
村
商
工
会

な
な
い
ろ
保
育
園
に

雪
の
す
べ
り
台

関
川
村
商
工
会
工
業
部

　田村サクさん（下土沢）が令和

６年12月31日に、中束アヤさん

（垂水の里。入所前の住所は中束）

が令和７年１月10日にそれぞれ

100歳の誕生日を迎えられました。

（写真は中束アヤさん。）

　田村さんは大正13年、中束さん

は大正14年の生まれ。

　お二人には村から、自治功労

（100歳）表彰状と記念品代が贈

られました。

　これからも元気でお過ごしくだ

さい。

田村サクさん

中束アヤさん

100歳の誕生日

関川小の３人が奨励賞
新潟教育アート展

　下越美術教育研究会・新潟市教

育委員会の共催で開催されている

新潟教育アート展。第20回の今回

は、幼稚園・保育園児から高校生

まで15,000点近くの出品があり、

グランプリ・優秀賞・奨励賞の各

賞1,163点が選ばれました。

　関川小学校から、次の３人が奨

励賞を受賞しました。（敬称略）

　おめでとうございます。

４年　横山　諒　（打上）

５年　中束　遙花（蕨野）

６年　須貝　奏　（高田）

りょう

はる か

かな
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　12月17日に関川村教育研究協議会が主催で、

新潟医療福祉大学の学生による人権講演会が開

催されました。同大学のダンス部は、拉致問題

をテーマにした創作ダンスを様々なコンクール

で発表しています。そのビデオを観ながらダン

スに込められた拉致問題への思いを、実演を交

えながら語っていただきました。関川中学校で

は、人権教育に力を入れており、これまでも拉

致問題について授業で考えてきました。今回は、

ダンスを通して拉致問題を違う視点から考える

きっかけとなりました。

【ダンスから拉致問題を考える】

【受験を前に合格祈願】

　３年生の受験を前にして、渡邉邸から合格祈

願の御札をいただきました。渡邉邸の屋根の上

にある石は「一度も落ちたことがない」ことか

ら、縁起の良い合格石といわれています。今回

いただいた御札は、その石で支えられている屋

根の小羽（こば）で作られたものです。御札に

は一枚一枚手書きで「合格」の文字が書かれて

おり、担任から生徒一人一人に手渡されました。

いただいた御札を大事に筆箱に入れている生徒

もいまし

た。渡邉

邸の皆様、

ありがと

うござい

ました。

　
全
国
的
に
自
殺
に
よ
り
命

を
落
と
す
小
・
中
・
高
校
生

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

動
機
は
、
学
校
問
題
が
最
も

多
く
、
次
い
で
健
康
問
題
、

家
庭
問
題
で
し
た
。︵
令
和
５

年
度
警
視
庁
自
殺
統
計
原
票

デ
ー
タ
か
ら
。
︶

　
そ
こ
で
村
で
は
、
お
子
さ

ん
が
困
っ
た
と
き
に
﹁
助
け

て
﹂
と
言
え
る
よ
う
、
通
学

カ
バ
ン
に
入
れ
て
持
ち
歩
く

﹁
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
御
守
り
﹂
型
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
１
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
健
康
福
祉
課

の
保
健
師
が
小
学
校
を
訪
問
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
た
と
き
に
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

身
近
な
人
に
相
談
し
て
ね…

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
御
守
り
に
は
、﹁
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
﹂
、﹁
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
﹂
や
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
先
な
ど
が

載
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
向
け
に
、
子
ど
も
さ
ん
へ
の
対
応
の
仕

方
な
ど
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
合
わ
せ
て

配
布
し
ま
し
た
。

※

中
学
生
に
は
、
２
月
中
旬
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
御
守
り

困
っ
た
と
き
に
開
い
て
ね

第43回全国中学生人権作文コンテスト中央大会で、
関川中学校３年・佐藤萌加さんの「共に生きる」
が法務省人権擁護局長賞を受賞しました。
　各都道府県単位の地区大会で選ばれた優秀作品
の中から、中央大会表彰作品93編が決定。内訳は、
内閣総理大臣賞などの上位の賞が11編、法務省人
権擁護局長賞25編、奨励賞57編。
　今回の人権作文コンテストには、全国6,450校
から736,513人の応募があったそうです。
　おめでとうございます。

佐藤萌加さんの人権作文佐藤萌加さんの人権作文
法務省人権擁護局長賞受賞法務省人権擁護局長賞受賞
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【
放
射
線
を
用
い
た
技
術
で
検
査
や

治
療
を
行
う
国
家
資
格
を
持
っ
た
医

療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
】

　
診
療
放
射
線
技
師
と
は
、
医
師
ま

た
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
に
放

射
線
を
用
い
撮
影
や
治
療
な
ど
の
業

務
を
行
い
、
診
療
を
支
援
す
る
部
門

の
医
療
従
事
者
で
す
。
そ
の
仕
事
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
単
純
Ｘ
線
撮

影
か
ら
Ｃ
Ｔ
検
査
や
造
影
検
査
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
、
超
音
波
検
査
や
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
検
査
な
ど
の
診
療
部
門
及
び

放
射
線
治
療
部
門
な
ど
で
す
。
医
師
、

歯
科
医
師
を
除
き
放
射
線
を
人
体
に

照
射
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
医

療
技
術
職
と
な
り
ま
す
。
坂
町
病
院

で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

検
査
、
放
射
線
治
療
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
う
し
た
放
射
線
利
用
が

示
す
よ
う
に
診
療
放
射
線
技
師
は
医

療
現
場
に
お
い
て
の
活
躍
の
場
は
幅

広
く
、
と
て
も
重
要
な
職
業
で
す
。

医
療
に
お
け
る
放
射
線
技
術
は
劇
的

に
進
歩
を
続
け
て
お
り
、
現
在
で
も

日
進
月
歩
で
放
射
線
を
用
い
た
新
し

い
技
術
が
開
発
、
導
入
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
放
射
線
は
医
療
現
場
に
お

け
る
様
々
な
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
て

お
り
、
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
多
く

の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
診
療
放
射
線
技
師

が
行
う
代
表
的
な
検
査
に
つ
い
て
少

し
紹
介
し
ま
す
。
単
純
Ｘ
線
撮
影

︵
胸
部
・
腹
部
・
骨
撮
影
等
︶
は
、

臓
器
や
組
織
に
よ
る
Ｘ
線
の
吸
収
度

の
違
い
を
利
用
し
て
、
Ｘ
線
を
体
に

向
け
て
一
方
向
に
照
射
す
る
こ
と
で

体
内
の
臓
器
や
組
織
の
形
状
を
評
価

す
る
検
査
で
す
。
全
身
に
幅
広
く
用

い
ら
れ
る
検
査
で
す
が
、
Ｘ
線
を
一

方
向
か
ら
照
射
す
る
た
め
、
複
数
の

臓
器
・
組
織
が
重
な
る
部
位
︵
縦
隔

や
下
腹
部
な
ど
︶
を
評
価
す
る
に
は

不
向
き
で
す
。
臨
床
現
場
で
は
肺
炎

・
気
胸
な
ど
の
肺
疾
患
の
評
価
、
心

臓
や
大
動
脈
の
形
状
の
評
価
、
消
化

管
穿
孔
や
腸
閉
塞
な
ど
の
消
化
管
疾

患
の
評
価
、
骨
折
や
脊
椎
疾
患
の
評

価
等
の
目
的
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
Ｃ

Ｔ
検
査
は
Ｘ
線
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
照
射
す
る
こ
と
で
体
の
断
面
を

画
像
化
で
き
る
検
査
で
す
。
連
続
し

た
断
面
の
画
像
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

体
内
を
立
体
的
に
評
価
で
き
ま
す
。

臨
床
現
場
で
は
出
血
病
変
の
検
索
、

Ｘ
線
検
査
で
は
評
価
し
づ
ら
い
病
変

の
検
索
・
評
価
、
血
管
の
評
価
等
の

目
的
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

造
影
剤
を
投
与
し
て
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン

を
行
う
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
臓
器

や
血
管
が
見
や
す
く
な
る
た
め
、
よ

り
詳
細
に
評
価
で
き
る
検
査
に
な
り

ま
す
。

　
最
後
に
診
療
放
射
線
技
師
に
は
、

関
連
す
る
学
会
や
職
能
団
体
で
必
要

な
教
育
を
受
け
た
上
で
、
試
験
に
合

格
す
る
と
取
得
で
き
る
認
定
資
格

︵
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
認
定
技
師
・
放
射
線
取

扱
主
任
者
・
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

撮
影
認
定
診
療
放
射
線
技
師
・
医
療

画
像
情
報
精
度
管
理
士
・
磁
気
共
鳴

専
門
技
術
者
・
放
射
線
治
療
専
門
放

射
線
技
師
・
救
急
撮
影
認
定
技
師
・

医
療
情
報
技
師
な
ど
な
ど
︶
が
あ
り

ま
す
。
医
療
技
術
は
日
々
進
歩
し
て

い
る
た
め
、
資
格
に
よ
っ
て
は
最
新

の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め

に
定
期
的
な
更
新
を
行
い
、
日
々
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
っ
て
聞
く
と
ち
ょ
っ
と
怖

い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
私
た
ち
診
療

放
射
線
技
師
は
放
射
線
を
上
手
に
使

っ
て
安
全
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

診
療
放
射
線
技
師
っ
て

　
　
　
　
　
　
何
が
で
き
る
の
？

坂
町
病
院
　
放
射
線
科
　

小
　
滝
　
　
　
功

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

236

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
111

地
域
全
体
で
見
守
り

「
高
齢
者
虐
待
」
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

人
は
自
覚
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

気
が
付
か
な
い
ま
ま
﹁
高
齢
者
の

た
め
に
﹂
と
思
っ
て
い
る
結
果
、

不
適
切
な
対
応
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
病
気
や
介
護

に
関
す
る
知
識
不
足
、
介
護
疲
れ

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
等
、
介
護
す
る

人
が
心
身
と
も
に
疲
労
し
追
い
詰

め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
要
因
が
重

な
る
と
、
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う

る
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

地
域
全
体
で
声
掛
け
や
見
守
り
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的

に
、
高
齢
者
や
介
護
し
て
い
る
家

族
が
い
た
ら
、
気
に
か
け
て
声
を

か
け
、
地
域
か
ら
孤
立
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
介
護
し
て
い
る
人
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
親
族
、
地
域
の

人
、
専
門
職
に
相
談
し
て
介
護
の

負
担
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
高
齢
者
と
家
族
が
健
や
か
に
暮

ら
す
た
め
に
﹁
助
け
て
﹂
と
言
え
る

地
域
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
心

配
な
こ
と
を
い
つ
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
対
し
て
次
の
５
つ
の
こ
と
を

行
う
こ
と
で
す
。

① 

身
体
的
虐
待
︵
叩
く
・
蹴
る
な
ど

暴
力
を
振
る
う
こ
と
︶

② 

心
理
的
虐
待
︵
無
視
、
嫌
が
ら
せ

等
に
よ
っ
て
精
神
的
苦
痛
を
与
え

る
こ
と
︶

③ 

介
護
の
放
棄
放
任
︵
介
護
や
生
活

の
世
話
を
放
棄
す
る
こ
と
︶

④ 

経
済
的
虐
待
︵
本
人
の
許
可
な
く

お
金
を
使
う
、
本
人
の
希
望
す
る

金
銭
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
︶

⑤ 

性
的
虐
待
︵
本
人
と
の
間
で
合
意

な
い
性
的
行
為
を
す
る
こ
と
︶

　
高
齢
者
虐
待
は
、
力
の
強
い
人
か

ら
弱
い
人
に
対
し
て
一
方
的
に
行
う

行
為
で
す
。
新
潟
県
︵
令
和
５
年
度
︶

の
養
護
者
に
よ
る
虐
待
は
、
１
３
６

９
件
の
相
談
が
あ
り
４
４
４
件
の
虐

待
を
確
認
し
ま
し
た
。
新
潟
県
内
の

虐
待
は
多
い
順
で
身
体
的
虐
待
、
心

理
的
虐
待
で
す
。
息
子
か
ら
の
虐
待

が
一
番
多
く
、
次
い
で
夫
か
ら
受
け

る
こ
と
が
多
い
結
果
で
し
た
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、
虐
待
し
て
い
る
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　地球温暖化を防止するため、日々の生活の中で省エ
ネに取り組みましょう。

【省エネとは】
省エネルギーの略。石油や石炭など、限りあるエネル
ギー資源がなくなってしまうことを防ぐため、エネル
ギーを効率よく使うことをいいます。

【暖房の省エネ対策】
・こたつの設定温度は高すぎないようにする。
・無理のない範囲で室内温度を下げる。
・窓には厚手のカーテンを掛ける。

【給湯の省エネ対策】
・入浴は間隔を空けずに入る。
・シャワー時間を短くする。

※詳細及び右のチラシは、「省エネポータルサイト」

をご覧ください。

冬の省エネの取組を紹介冬の省エネの取組を紹介

★脱炭素推進室　☎７５－５０２３

定期的に各種健（検）診を受けましょう！！
～ 健康づくり推進員が、健康診査調査書兼申込書を全世帯に配布・回収しています ～

　【問い合わせ】　健康福祉課　健康推進班　　☎ 64－1472

　１月中旬から、各集落から推薦を受けた健康づくり推進員が、来年度の特定健診や各種がん検診の申込を兼ねた
調査書を全世帯に配布・回収しています。
　調査書は村民の健康管理状況を把握する大切な調査ですので、健（検）診申込の有無にかかわらず、指定された
期日までに健康づくり推進員へ全世帯、提出をお願いいたします。
　「村の健診を受けたい」とお考えの方はもちろん、受けるか迷っている方や自身の予定がはっきりしない方は、
とりあえず「村の健（検）診を申込む」に〇を付けてご提出ください。申し込みされた方には、後日健（検）診の
詳しい案内や受診票を送付します（その後キャンセルも可能です）。
　また皆さんの日頃の健康に関する取り組みを確認させていただくため、「健康せきかわ21」に関するアンケート
の記入もあわせてお願いいたします。

健（検）診は、忙しいあなただからこそ受けてほしい　　　　

「自分の健康は、自分で守る」　　　　
初めて受ける方、大歓迎です！！　　　　　

健（検）診は、忙しいあなただからこそ受けてほしい　　　　

「自分の健康は、自分で守る」　　　　
初めて受ける方、大歓迎です！！　　　　　
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生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

　
１
月
18
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
せ
き
か
わ
新
春
競
書
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
書
大
会
は
今
回
が
５
回

目
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
、
33
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
鈴
木
政
信
先
生
の
全
体
指
導
を

受
け
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
審
査

員
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
次
の
と

お
り
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※

敬
称
略

◆ 

一
　
席 

◆

︻
関
川
村
長
賞
︼

も
え
か

佐
藤
　
萌
加
︵
中
３
年
・
安
角
︶

︻
関
川
村
議
会
議
長
賞
︼

の

あ

池
田
　
乃
愛
︵
中
２
年
・
下
関
︶

︻
関
川
村
教
育
委
員
会教

育
長
賞
︼

み

ゆ

伊
藤
　
美
結
︵
小
６
年
・
中
束
︶

︻
青
少
年
育
成

関
川
村
民
会
議
会
長
賞
︼

に

こ

近
　
日
瑚
︵
小
４
年
・
高
田
︶

◆ 

二
　
席 

◆

︻
関
川
村学

校
運
営
協
議
会
長
賞
︼

え

り

か

石
山
依
里
香
︵
小
１
年
・
下
川
口
︶

川
鍋
　
な
お
︵
小
４
年
・
幾
地
︶

り
ん

渡
辺
　
凜
︵
小
５
年
・
大
島
︶

り

お

な

渡
邉
莉
央
菜
︵
中
１
年
・
高
田
︶

◆ 

三
　
席 

◆

︻
関
川
村

地
域
学
校
協
働
本
部
長
賞
︼

あ
か
り

伊
藤
　
灯
︵
小
１
年
・
久
保
︶

な

な

伊
藤
　
那
奈
︵
小
３
年
・
下
川
口
︶

は
る

か

中
束
　
遙
花
︵
小
５
年
・
蕨
野
︶

れ

い

石
山
　
玲
衣
︵
小
６
年
・
下
川
口
︶

︻
特
別
賞
︼

し
ん
た
ろ
う

山
口
真
太
朗
︵
小
５
年
・
辰
田
新
︶

◇
　
　
　
　
◇

　
令
和
６
年
度
︵
第
70
回
︶
新
潟

県
書
き
初
め
大
会
の
課
題
語
句
を

今
回
の
競
書
大
会
で
も
採
用
。
学

年
ご
と
の
課
題
語
句
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
１
年
﹁
も
ち
﹂

小
２
年
﹁
大
ぞ
ら
﹂

小
３
年
﹁
心
の
友
﹂

小
４
年
﹁
春
の
花
﹂

小
５
年
﹁
大
自
然
﹂

小
６
年
﹁
新
雪
の
朝
﹂

中
１
年
﹁
伝
統
文
化
﹂

中
２
年
﹁
情
報
社
会
﹂

中
３
年
﹁
大
河
信
濃
﹂

※

３
月
１
日
号
で
入
賞
作
品
の
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。

※

参
加
者
全
員
の
作
品
を
次
の
と

お
り
展
示
し
ま
す
。

▼
期
　
間
　
２
月
８
日
︵
土
︶

〜
３
月
９
日
︵
日
︶

▼
会
　
場

せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館

村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
心
を
そ
ろ
え
る
　
太
く
強
く
大
き
く

字
と
字
の
間
を
同
じ
く…

中
心
を
そ
ろ
え
る
　
太
く
強
く
大
き
く

字
と
字
の
間
を
同
じ
く…

◇
せ
き
か
わ
新
春
競
書
大
会
◇
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毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

　冬の只中の２月。でも少しずつ日が長くなり、一歩ずつ春に近づくのを感じます。春に向けて、やりたいこと

を見つけるもよし、まだまだ暖かい部屋で冬を満喫するもよし。やりたいことを本から探してはいかが。

『これで死ぬ』　　　羽根田　治　著

ダニに嚙まれて死ぬ。雪渓が崩れて死ぬ。ころんで

死ぬ…。まさかこんなところで死ぬなんて！53の

アウトドアでの死の事例を紹介し、死なないための

安全知識も解説しています。アウトドアに出かける

前に読んでみては。

おすすめ

『やきいもどーん』　 杉原　やす　作・絵

にぎやかな公園にやって来た、やきいも屋さん。

でも、ちっとも売れません。小さな女の子がくし

ゃみをするのを見たやきいもが「でばんじゃ、ふ

ん‼」と鼻息をはくと、あたり一面にいい匂いが

広がって…

親子で読んで！

一
代
の
傑
物
逝
く

　
平
田
家
十
二
代
平
太
郎
は
、
以

前
紹
介
し
た
よ
う
に
、
田
麦
掘
割

拡
張
問
題
で
江
戸
の
評
定
所
へ
訴

え
出
、
真
犯
人
で
あ
る
村
上
藩
を

き
り
き
り
舞
い
さ
せ
た
人
物
で
す
。

　
鮭
川
漁
で
牛
屋
村
を
訴
え
た
の

も
こ
の
人
で
す
。
そ
の
度
に
、
も

め
事
ば
か
り
起
こ
し
て
悪
だ
く
み

を
し
て
い
る
な
ど
と
悪
態
を
つ
か

れ
ま
す
が
、
す
べ
て
は
、
理
不
尽

な
相
手
と
の
正
当
な
対
決
で
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
の
争
い
に
仲
裁
人

と
し
て
依
頼
さ
れ
、
問
題
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。
水
原
代
官
所
管

内
年
貢
納
税
組
合
の
代
表
庄
屋
の

一
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
当
地
域
一
代
の
傑
物
と

言
う
べ
き
人
物
の
感
が
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
さ
す
が
に
加
齢
に
よ

る
老
化
に
は
勝
て
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
文
政
三
︵
一
八
二
〇
︶
年

に
病
死
し
ま
す
。

後
役
の
選
出

　
さ
て
、
小
見
村
で
は
後
継
者
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
庄
屋
は
、
世
襲
で
継
い
で
い
く

村
と
、
そ
の
都
度
、
適
任
者
を
選

ぶ
村
が
あ
り
ま
し
た
。
小
見
村
は

前
者
で
す
。
以
前
紹
介
し
た
上
関

村
は
後
者
で
し
た
。

　
世
襲
と
は
言
え
、
自
動
的
に
決

ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
手
続
き
が
分
か
る
文
書
が
残

っ
て
い
ま
し
た
︵
写
真
︶
。
下
書
き

の
文
書
の
よ
う
で
、
宛
先
も
印
も

な
い
の
で
す
が
、
小
見
村
の
本
百

姓
二
十
二
名
が
水
原
代
官
所
に
願

い
出
る
文
面
で
す
。

願
い
出
文
書
の
内
容

　
小
見
村
庄
屋
平
太
郎
は
去
る
六

月
病
死
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
後

役
に
つ
い
て
村
中
で
相
談
の
上
、

倅
の
昌
平
に
頼
む
こ
と
に
し
、
本

人
も
承
知
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、

後
役
は
昌
平
に
仰
せ
つ
け
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

な
お
、
同
人
が
在
職
中
に
年
貢
未

納
な
ど
を
起
こ
し
た
と
し
て
も
、

村
中
で
引
き
受
け
て
必
ず
弁
済
上

納
い
た
し
、
代
官
所
に
迷
惑
は
お

掛
け
い
た
し
ま
せ
ん
。
村
中
の
百

姓
の
連
判
書
面
を
も
っ
て
願
い
上

げ
奉
り
ま
す
。
御
慈
悲
を
も
っ
て

お
聞
き
入
れ
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

き
し
あ
わ
せ
に
存
じ
奉
り
ま
す
。

村
人
総
意
の
推
薦
と
連
帯
保
証

　
ざ
っ
と
こ
ん
な
内
容
で
す
。
世

襲
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
村

人
の
総
意
で
推
薦
し
、
任
命
し
て

も
ら
う
と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
推
薦
対
象
の
人
物
が
年
貢
未
納

な
ど
起
こ
す
は
ず
も
な
い
の
で
し

ょ
う
が
、
こ
れ
は
連
帯
保
証
の
意

味
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
昌
平
は
庄
屋
役
に
就
き
、
十
三

代
平
太
郎
を
襲
名
し
て
い
ま
す

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


十
二
代
平
太
郎
逝
き
、
後
役
の
願
い
出

１日（土）、16日（日）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

GOGO!!食堂（場所 : の〜む）で開催！

参加は無料です！ ※お昼ご飯を食べる場合、
　大人は１人200円　　　

読み聞かせは11時00分から始めます。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなおはなし
の世界。大人の方も大歓迎です！！

おはなしの会16日は16日は 絵本の読み聞かせ
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◆
春
プ
ロ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
先
月
に
引
き
続
き
﹁
お
お
い
し
・

ど
も
ん
こ
ま
つ
り
活
性
化
活
動
﹂
で

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
４
名
の
学
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

◆
質
問
項
目

①
幹
部
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け

②
ど
ん
な
活
動
に
し
た
い
か

③
村
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

◎
田
中 

偉
郷
︵
た
な
か 

い
き
ょ
う
︶

　
近
畿
大
学
３
年

①
ど
も
ん
こ
の
活
動
で
中
心
に
立
ち
、

盛
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
活
動
の
魅

力
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
考
え
た
か

ら
！

②
人
に
対
し
、
積
極
的
に
行
動
し
て

人
同
士
で
つ
な
が
る
愛
を
永
続
的
に

大
切
に
す
る
隊

③
今
回
も
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
参
加
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
の
盛
り
上
げ
る

熱
意
で
雪
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
も

で
す
！
そ
れ
ぐ
ら
い
盛
り
上
げ
ま

す
！

◎
野
見
山 

嵯
和
子
︵
の
み
や
ま 

さ
わ
こ
︶

　
東
京
家
政
大
学
２
年

①
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
へ
の
思
い
入
れ
が

強
か
っ
た
か
ら
で
す
。

②
隊
員
一
人
ひ
と
り
と
村
民
の
方
た

ち
が
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
を
次
の
世
代

へ
続
け
て
い
こ
う
と
一
丸
と
な
れ
る

隊③
毎
度
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
高
の

ど
も
ん
こ
ま
つ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

た
だ
い
ま
！

◎
徳
力 

煌
陽
︵
と
く
り
き 

こ
う
よ
う
︶

　
立
命
館
大
学
２
年

①
関
川
に
密
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
。

②
み
ん
な
に
関
川
村
の
魅
力
、
人
の

温
か
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
全
員

が
最
高
だ
と
い
え
る
活
動
に
し
た
い
。

③
今
年
度
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
祭
り
を
成
功
さ

せ
た
い
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

◎
赤
井 

亮
太
︵
あ
か
い 

り
ょ
う
た
︶

　
拓
殖
大
学
３
年

①
去
年
参
加
し
て
、
こ
の
気
持
ち
を

来
る
人
に
教
え
た
い
。

②
忘
れ
ら
れ
な
い
、
ま
た
来
た
い
と

思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
活
動
に
し
た

い
。

③
だ
い
す
き
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
月
は
い
よ
い
よ
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
！
学
生
た
ち
は
一
生
懸

命
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
と
一
緒
に
盛
り
上
が
る
素

晴
ら
し
い
時
間
に
な
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！

内　　容 機　　　関 受付時間 電話番号

誰かに話してみませんか？
悩みを抱えたとき、つらい気持ちになったとき、

あなたを支える相談窓口

関川村社会福祉協議会 平日（祝日除く)　9：00〜16：00 0254－64－0111

新潟県パーソナル・サポート・センター 平日（祝日除く)　9：00〜17：00 025－250－5160

村上保健所 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－53－8369

新潟県こころの相談ダイヤル 毎日24時間 0570－783－025

役場　健康福祉課　健康推進班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1472

新潟県いじめ・不登校等相談電話 毎日24時間 025－258－1212

役場　教育課　学校教育班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1491

総 合 相 談
（生活全般の悩み）

こころの悩み

学 校 の 悩 み

●その他の相談機関は、

新潟県ホームページ

「各種相談窓口」で検索

●厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」では、

ＳＮＳやチャットで相談ができます

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信
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●令和６年12月16日〜

　　 令和７年１月15日までの届出●

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

ごめい福をお祈りいたします
須貝かよ子　さん　　76歳　　高　瀬

坂上　ツヤ　さん　　88歳　　八ツ口

渡邉　忠廣　さん　　95歳　　　沢

橋　ミヨ　さん　　92歳　　大　島

佐藤　逹雄　さん　　90歳　　上　関

伊藤　寅雄　さん　　98歳　　久　保

須貝猪佐夫　さん　　81歳　　高　田

佐藤　ツネ　さん　　96歳　　大　島

菅原　昭雄　さん　　77歳　　片　貝

渡辺　康子　さん　　53歳　　上　関

長　　ミキ　さん　　91歳　　宮　前

中束　多美　さん　　84歳　　中　束

本間　正春　さん　　87歳　　安　角

▲こちらは有料広告です

（　　　　　　　　）転入　６人　　転出　５人

出生　０人　　死亡　13人

世 帯 数　　1,818世帯（±０）

総 人 口　　4,691 人（−12）

　 男 　　　2,268 人（−９）

　 女 　　　2,423 人（−３）

令和６年12月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

今シーズンは大雪…の予報でしたが、２月

号を編集している今日現在、雪の少ない冬

となっています。“ 寒のうち ”とは言って

も、温かい日が続いています １月25日、

下関の某所で「ふきのとう」が顔を出して

いるのを見つけました。まだまだ小さくて

固い芽でしたが、なんだかうれしくなりま

した。（Mako.）

編集室から

こうさぎ食堂１月 13日（月）から営業中

問い合わせ：
新発田年金事務所国民年金課　　 ☎0254－23－2120
関川村役場住民税務課住民環境班　☎64－1471
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広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

6
6
／

２
月

号

令
和

７
年

２
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.139

　東京・大塚

にある、行列

必須の老舗お

にぎり専門店

「ぼんご」の

おにぎりは、

具材とご飯の

バランスが絶

妙で、お米の

粒感が際立ち、

ふっくらとした仕上がりが特徴で

す。

　そのおにぎりのお米には関川村

産の岩船米コシヒカリが使われて

います。

　「ぼんご」では1日に約70キロ、

年間で約24,000キロ以上のお米を

使用し、360,000個以上のおにぎり

を販売。日本で最も人気で多く食

べられている（１店舗あたり）おに

ぎりで、入店までに２、3時間かか

ることがあります。

　お客様からは、お米が美味しい、

冷めても美味しいと大変喜ばれて

いるようです。

　
家
族
や
お
友
達
み
ん
な
に
優
し
く
、
頼
り
が
い
の
あ
る
、
お
手
本
の
よ

う
な
碧
斗
。

　
甘
え
上
手
で
、
に
っ
こ
り
笑
顔
が
可
愛
い
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
的
存
在

ゆ
な
。

　
兄
妹
仲
良
く
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
合
う
姿
に
い
つ
も
元
気
を
貰
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
2
人
と
も
怪
我
や
病
気
な
く
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
ね
♡

梶原　大風 さん  みのり さん（下関）

碧　斗く　ん（６歳）

ゆ　なちゃん（４歳）

あお　　 と

県大会優勝!!次は全国大会だ!!
　ソフトテニスの第24回新潟県学年別小学生大会兼全国

小学生大会代表決定戦の４年生以下の部で、伊藤 環さん

（久保・写真左）吉光柑菜さん（下関・写真右）ペアが見事

優勝。３月29日から千葉県で開催される第24回全国小学

生ソフトテニス大会の出場を決めました。

　おめでとうございます！！ 全国大会も頑張って！

たまき

かんな

行列必須のおにぎり専門店で行列必須のおにぎり専門店で

関川産のコシヒカリ関川産のコシヒカリ


